
と
同
等
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
構
図
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
控
除
対
象
外
消
費

税
が
利
益
率
を
は
る
か
に
上
回
る
状
態
が
続

く
こ
と
に
な
れ
ば
、
最
新
機
器
購
入
な
ど
新

規
の
投
資
が
出
来
な
く
な
る
経
営
状
況
に
陥

る
こ
と
に
な
り
、
病
院
機
能
の
向
上
に
投
資

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
の
負
担
感
が
強
く
な

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
診
療
報
酬
が
公
定
価
格
な
の
で
、

医
療
機
関
側
に
価
格
裁
量
権
が
な
く
、
国
が

診
療
報
酬
補
填
を
行
う
必
要
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
は
不
十
分
か

つ
不
透
明
な
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
医
療
機
関
に
お
け
る

〝
消
費
税
の
負
担
問
題
〞
は
、
早
急
に
実
現

可
能
な
方
策
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

理
事
会
報
告

　
定
時
総
会
の
前
に
開
か
れ
た
定
例
の
理
事

会
で
は
、
定
時
総
会
に
関
す
る
報
告
以
外
に

以
下
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

・「
幹
部
職
員
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
に
つ
い
て

　
平
成
十
四
年
度
よ
り
開
催
し
て
来
た
「
経

営
塾
」
を
「
幹
部
職
員
セ
ミ
ナ
ー
」
と
名
称

を
改
め
、
内
容
を
一
新
し
て
開
催
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　
開
催
日
程
、
研
修
内
容
等
の
詳
細
は
、
日

を
あ
ら
た
め
て
ご
案
内
致
し
ま
す
。

・
東
京
都
・
杉
並
区
合
同
総
合
防
災
訓
練
に

つ
い
て

　
訓
練
開
催
日
時
：
平
成
二
十
六
年
八
月
三

十
日
（
土
）
午
前
九
時
〜
十
二
時

　
訓
練
会
場
：
杉
並
区
桃
井
原
っ
ぱ
公
園

・
賛
助
会
員
入
会

　
パ
ラ
マ
ウ
ン
ト
ベ
ッ
ド
株
式
会
社

消
費
税
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て

　
第
三
号
議
案
の
「
医
療
に
か
か
わ
る
消
費

税
に
関
す
る
決
議
」
に
つ
い
て
は
、
来
年
度

政
府
予
算
案
の
概
要
要
求
が
固
ま
る
前
に
行

動
す
べ
き
と
し
て
、
通
常
の
理
事
会
に
お
い

て
も
度
々
、
様
々
な
角
度
か
ら
慎
重
に
検
討

さ
れ
て
来
た
も
の
で
、
今
回
の
総
会
で
決
議

す
る
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
は
、
今
回
の
決
議
文
を
日
本
医
師
会

を
は
じ
め
日
本
病
院
会
、
全
日
本
病
院
協
会
、

日
本
医
療
法
人
協
会
、
日
本
精
神
科
病
院
協

会
、
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
な
ど
と
共
同

歩
調
を
と
る
よ
う
、
強
く
呼
び
掛
け
て
い
く

方
針
で
す
。

　
河
北
会
長
に
は
「
一
九
八
九
年
の
消
費
税

導
入
時
に
日
本
病
院
会
幹
部
と
し
て
主
張
し

た
〝
課
税
化
〞
が
実
現
で
き
な
か
っ
た
悔
し

さ
を
今
で
も
感
じ
て
い
る
」
と
し
て
、「
医

療
界
は
、
二
十
五
年
か
か
っ
て
も
課
税
を
実

現
で
き
な
い
で
い
る
。
特
に
今
回
の

消
費
税
ア
ッ
プ
に
と
も
な
う
東
京
都

の
医
療
機
関
の
負
担
は
甚
大
・
深
刻

で
、
こ
の
問
題
を
こ
の
ま
ま
放
置
し

て
お
け
ば
、
消
費
税
負
担
を
抱
え
き

れ
ず
に
経
営
破
綻
す
る
医
療
機
関
が

続
出
す
る
恐
れ
が
あ
る
。今
回
、我
々

は
消
費
税
一
本
で
協
議
し
て
い
く
べ

き
だ
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
医
療
機
関
に
お
け
る
消
費
税
問
題

と
は
、
診
療
報
酬
等
が
非
課
税
取
引

に
よ
っ
て
〝
預
か
る
べ
き
消
費
税
〞

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
〝
支
払
っ

た
消
費
税
〞
が
計
算
上
、
控
除
で
き

な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち

〝
未
清
算
の
消
費
税
〞
と
し
て
医
療

機
関
に
コ
ス
ト（
控
除
対
象
消
費
税
）

が
残
る
こ
と
か
ら
〝
最
終
消
費
税
〞

三
議
案
と
も
満
場
一
致
で
可
決

　
平
成
二
十
六
年
度
東
京
都
病
院
協
会
の
定

時
総
会
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
十
七
日

（
火
）
午
後
八
時
よ
り
東
医
健
保
会
館
に
お

い
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
は
、慣
例
に
従
っ
て
「
開
会
宣
言
（
安

藤
高
朗
総
務
委
員
長
）」「
定
数
確
認
」「
議

長
選
出
（
古
畑
正
副
会
長
）」「
河
北
会
長
挨

拶
」「
議
事
録
署
名
人
の
選
定
」
と
進
め
ら

れ
た
後
、
引
き
続
き
第
一
号
議
案
「
平
成
二

十
五
年
度
事
業
報
告
に
関
す
る
件
（
安
藤
高

朗
総
務
委
員
長
）」、
第
二
号
議
案
「
平
成
二

十
五
年
度
決
算
報
告
に
関
す
る
件
（
内
藤
誠

二
経
理
委
員
長
）」、
第
三
号
議
案
「
医
療
に

か
か
わ
る
消
費
税
に
関
す
る
東
京
都
病
院
協

会
決
議
の
件
（
河
北
博
文
会
長
）」
等
に
つ

い
て
報
告
・
審
議
さ
れ
、
三
議
案
と
も
満
場

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　　　　　　　　　　決 議 文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 26年 6月 17 日
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　一般社団法人東京都病院協会

　東京都病院協会は、医療における消費税非課税制度が医療機関
に多額の控除対象外消費税負担を強いてきたことから、医療に関
しての軽減税率課税を要望して来た。にもかかわらず消費税の段
階的引き上げを決定するに当たり、医療側との十分な議論がなさ
れないまま、8％増税においても医療非課税を継続したことは大変
遺憾である。
　診療報酬による消費税負担相当分の補填割合は個々の医療機関
によって異なっており、公正、中立、透明であるべき税の原則が
無視されている。我々は医療機関の消費税問題は「税制」の問題
であり、「診療報酬」から負担することは不合理であり、年末に公
表が予定される消費税 10% への引き上げを前に抜本的な見直しを
強く主張するものである。
　
　　　　　　　　　　　　記
　
当協会は医療における消費税は「原則課税」とすべきであり、
10％への引き上げをもって「5％軽減税率」とすることを強く主
張する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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は
じ
め
に

　
疾
病
構
造
が
急
性
期
中
心
か
ら
治
ら
な
い

病
気
と
長
く
つ
き
あ
っ
て
い
く
慢
性
期
中
心

へ
と
変
化
す
る
中
で
、
あ
る
い
は
、
超
高
齢

化
社
会
を
迎
え
、ケ
ア
の
場
が
病
院
か
ら
「
住

ま
い
」
を
中
心
と
す
る
も
の
に
な
る
中
で
、

ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
に
は
い
く
つ
か
の
顕
著
な

変
化
が
起
き
て
い
る
。

　
保
健
・
医
療
・
介
護
と
い
っ
た
従
来
の
垣

根
を
越
え
た
専
門
家
の
連
携
は
い
わ
ず
も
が

な
で
あ
る
が
、
も
う
一
点
の
顕
著
な
変
化
と

し
て
、
患
者
本
人
や
家
族
、
さ
ら
に
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
非
専
門
家
が
ケ
ア
の
担
い
手
と
し

て
役
割
を
果
た
す
機
会
の
増
大
が
あ
る
。
生

活
者
基
点
の
多
分
野
連
携
と
「
受
益
者
」
が

「
行
為
の
主
体
」
へ
と
変
化
す
る
う
ね
り
は
、

公
衆
衛
生
、地
域
福
祉
、ま
ち
づ
く
り
と
い
っ

た
隣
接
分
野
で
は
一
足
先
に
起
き
て
い
た
動

き
で
あ
る
。
成
熟
社
会
を
迎
え
た
我
が
国
に

お
き
つ
つ
あ
る
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト

だ
と
も
い
え
る
。

　
本
稿
に
お
け
る
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
ル
ス
』

と
い
う
言
葉
に
は
、
専
門
家
も
非
専
門
家
も

含
め
た
地
域
住
民
一
人
一
人
が
『
当
事
者
』

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
提
供
者

の
視
点
で
表
現
す
れ
ば
、
地
域
保
健
・
地
域

医
療
・
地
域
介
護
・
地
域
福
祉
と
い
っ
た
用

語
に
な
る
。
敢
え
て
「
ヘ
ル
ス
＝
健
康
」
と

い
う
語
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
提
供
す
る
側
の

専
門
性
の
視
点
が
弱
く
、
当
事
者
の
主
観
的

な
感
覚
が
強
い
言
葉
だ
か
ら
で
あ
る
。「
健

康
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
誰
も
が
「
私
ご
と
」

だ
と
感
じ
る
力
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
た
と
え
ば
「
地
域
医
療
の
資
源
の
適
切
な

使
い
方
」
を
啓
発
し
て
も
、「
自
分
ご
と
」

だ
と
心
が
動
か
な
け
れ
ば
人
々
の
行
動
は
変

わ
ら
な
い
。「
自
分
ご
と
」
と
い
う
意
識
の

も
と
で
「
主
体
化
」
し
た
人
材
が
核
と
な
っ

て
組
織
と
な
り
、
客
体
に
終
始
し
が
ち
な
住

民
そ
の
他
を
巻
き
込
み
な
が
ら
地
域
で
い
か

に
具
体
的
な
行
動
を
す
る
か
、
昨
今
は
そ
こ

が
問
わ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
、
多
職
種
の
顔
の
見
え
る
連
携

が
ど
う
し
た
ら
発
展
す
る
の
か
、
ま
た
患
者

や
家
族
が
そ
こ
に
ど
う
関
わ
り
貢
献
し
う
る

の
か
、
山
形
県
鶴
岡
地
域
の
事
例
か
ら
示
す

こ
と
と
す
る
。

　
対
象
地
域
は
、
二
〇
〇
五
年
の
合
併
で
東

北
地
方
で
も
屈
指
の
広
い
面
積
を
誇
る
自
治

体
と
な
っ
た
鶴
岡
市
と
隣
町
の
三
川
町
か
ら

成
る
。
こ
こ
で
は
、市
や
県（
保
健
所
）と
い
っ

た
行
政
、
地
区
医
師
会
や
病
院
等
の
医
療
者
、

介
護
や
福
祉
に
関
わ
る
人
達
、
そ
し
て
我
々

慶
應
義
塾
大
学
や
地
元
大
学
の
関
係
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
柔
軟
な
か
た
ち
で
連
携
を
し
な

が
ら
、
多
層
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
ル
ス
の

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。
詳
細
は
秋
山（
二

〇
一
三
）
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

本
稿
で
は
、
特
に
医
療
と
福
祉
関
係
者
の
地

域
連
携
が
大
き
く
進
ん
だ
き
っ
か
け
と
な
っ

た
、
緩
和
ケ
ア
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
す

る
。

医
療
資
源
不
足
の
地
域
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
究
に
参
加

　「
が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
が
ど
こ
に
い
て

も
、
ど
ん
な
フ
ェ
ー
ズ
に
い
て
も
、
ず
っ
と

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
。」

　 

そ
ん
な
社
会
実
験
の
よ
う
な
大
き
な
研
究

が
、
我
が
国
で
は
二
〇
〇
六
年
度
か
ら
二
〇

一
〇
年
度
に
行
わ
れ
た
。

　
が
ん
戦
略
研
究
「
緩
和
ケ
ア
普
及
の
た
め

の
地
域
介
入
研
究
（OPTIM

 Study

）」
は
、

国
の
が
ん
対
策
基
本
法
（
二
〇
〇
六
年
）
の

理
念
を
具
現
化
し
て
、「
が
ん
と
診
断
さ
れ

た
早
期
か
ら
が
ん
患
者
・
家
族
が
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
る
こ

と
」
を
目
指
し
、
医
療
者
へ
の
緩
和
ケ
ア
教

育
、
地
域
連
携
の
推
進
、
患
者
や
市
民
へ
の

啓
発
と
い
っ
た
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く

り
、
そ
れ
を
実
際
に
複
数
の
地
域
で
三
年
間

に
わ
た
っ
て
展
開
し
、
そ
の
成
果
を
評
価
す

る
と
い
う
研
究
だ
っ
た
。
公
募
で
選
ば
れ
た

の
は
、
千
葉
県
柏
地
域
、
静
岡
県
浜
松
地
域
、

長
崎
地
域
、
山
形
県
鶴
岡
地
域
の
四
カ
所
で
、

実
際
の
介
入
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
二
〇
〇
八
年

度
か
ら
の
三
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ

た
。

　
四
地
域
の
中
で
唯
一
、「
緩
和
ケ
ア
の
医

療
資
源
が
十
分
で
な
い
地
域
」
と
い
う
理
由

で
選
定
さ
れ
た
鶴
岡
地
域
で
は
、
ま
ず
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
の
地
域
横
断
的
な

組
織
づ
く
り
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
運
営
委
員
会
に
は
、
鶴
岡
市
立
荘
内
病
院
、

鶴
岡
地
区
医
師
会
、
鶴
岡
協
立
病
院
の
医
師

や
看
護
師
、
事
務
職
な
ど
、
計
二
十
二
名
が

選
ば
れ
た
。
地
域
の
窓
口
と
し
て
実
質
的
な

推
進
役
を
担
う
「
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
は
荘
内
病
院
の
地
域
連
携
室
に
置
か

れ
た
。
た
だ
し
医
療
職
の
専
従
者
を
雇
用
す

る
余
裕
は
な
く
、
病
院
の
看
護
師
と
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
各
二
名
、
病
院
事
務
職
員

ら
が
、
地
域
連
携
室
の
仕
事
と
兼
務
し
な
が

ら
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
研
究

の
名
称
で
あ
る
「OPTIM

 Study

」
は
、
横

文
字
で
地
域
住
民
に
は
馴
染
み
に
く
い
と
、

鶴
岡
で
は
「
庄
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う

愛
称
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

苦
労
の
末
に

　
　
地
域
独
自
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　
当
初
、
本
地
域
で
はOPTIM

-Study

の

「
介
入
手
順
書
」
に
書
か
れ
た
こ
と
に
懸
命

に
取
り
組
ん
だ
も
の
の
、
そ
も
そ
も
何
の
た

め
に
そ
れ
を
や
る
の
か
と
い
う
本
質
的
な
と

こ
ろ
が
見
え
て
お
ら
ず
、
研
究
班
の
意
図
す

る
と
こ
ろ
を
地
域
の
実
情
に
落
と
し
込
む
こ

と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

「
手
順
書
に
書
か
れ
た
こ
と
を
や
っ
て
は
い

る
が
、
こ
れ
で
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い･･･

」

「
私
達
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
求
め
ら
れ
て

い
る
役
割
を
、
果
た
せ
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
半
年
あ

ま
り
経
っ
た
頃
、
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
看
護
師
や
事
務
ス
タ
ッ
フ
ら
か
ら
そ
ん

な
声
が
聞
か
れ
た
。

　
運
営
委
員
か
ら
も
「
研
修
会
な
ど
の
活
動

が
場
当
た
り
的
で
、
具
体
的
な
年
間
計
画
や

中
期
計
画
が
見
え
て
い
な
い
」
と
い
う
指
摘

や
、「
毎
月
の
運
営
会
議
の
場
も
、
下
か
ら

発
言
や
意
見
が
出
て
こ
な
い
。
会
議
の
進
め

方
が
効
率
的
と
い
え
な
い
の
で
は
」
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
。

「
こ
の
地
域
」
の
課
題
を
実
質
的
に
解
決
す

る
た
め
に
、
地
域
に
あ
っ
た
行
動
計
画
（
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
声
が
上
が
り
、
コ
ア
メ
ン
バ
ー
が
一

泊
二
日
の
合
宿
を
し
て
、
今
後
の
運
営
や
取

り
組
む
べ
き
課
題
を
議
論
し
た
。
地
域
の
医

師
や
看
護
師
を
中
心
に
、
テ
ー
マ
別
、
職
種

別
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
重
ね
ら
れ
、
重

点
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
何
か
、
ど
う

や
っ
て
解
決
す
べ
き
か
が
議
論
さ
れ
、
共
有

さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
九
年
度
以
降

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、
緩
和
ケ
ア
教
育
、

市
民
啓
発
、
地
域
連
携
、
専
門
的
緩
和
ケ
ア

と
い
う
四
つ
の
柱
で
、
そ
れ
ぞ
れ
多
職
種
で

構
成
さ
れ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち

上
げ
、
そ
こ
で
立
案
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

各
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
領
域
に
関
心
の
あ
る

医
療
職
・
福
祉
職
・
事
務
職
で
構
成
さ
れ
、

荘
内
病
院
の
医
師
、
鶴
岡
協
立
病
院
の
医
師
、

鶴
岡
地
区
医
師
会
副
会
長
二
名
と
い
う
四
人

の
医
師
が
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
役
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
二
十
二
名
と
い
う
大
人
数
で
行
う
運
営
委

員
会
が
非
効
率
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
計
十

二
名
で
「
コ
ア
メ
ン
バ
ー
会
議
」
を
別
途
設

置
し
た
。
小
規
模
で
機
動
力
が
あ
り
、
か
つ

地
域
の
主
要
な
組
織
の
代
表
者
が
含
ま
れ
て

慶
応
義
塾
大
学  

環
境
情
報
部
兼
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
准
教
授
　
秋
山 

美
紀 

氏

『
地
域
医
療
』か
ら『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ヘ
ル
ス
』へ

山
形
県
鶴
岡
地
域
の
活
動
事
例
か
ら
学
ぶ

秋山  美紀 氏

特
別
寄
稿
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お
り
、
機
関
・
組
織
と
し
て
の
迅
速
な
意
思

決
定
も
可
能
な
、
地
域
横
断
的
な
組
織
に

な
っ
た
。

　
介
入
一
年
目
の
終
わ
り
に
組
織
を
見
直
し

地
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
こ
と

で
、二
年
目
か
ら
は
、各
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
沸
き
上
が
っ
て
く
る
地

域
独
自
の
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
、
実

践
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
一
例

が
市
民
啓
発
を
目
的
と
し
た
寸
劇
で
、
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
事
務
職
が
音
頭
を
と

り
、医
師
や
看
護
師
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

ら
が
、
各
地
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
出
張
し
て
届
け
て
き
た
。

遺
族
が
看
取
り
の
体
験
を
語
る

　
市
民
に
緩
和
ケ
ア
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら

う
た
め
の
寸
劇
「
あ
な
た
が
　
家
族
が
　
が

ん
と
診
断
さ
れ
た
ら
」
の
シ
ナ
リ
オ
は
荘
内

病
院
連
携
室
の
事
務
職
が
書
い
た
。
主
人
公

の
患
者
と
そ
の
妻
の
庄
内
弁
の
や
り
と
り
、

脇
役
を
固
め
る
鶴
岡
の
本
物
の
医
師
や
看
護

師
ら
の
熱
演
に
、
笑
い
な
が
ら
涙
ぐ
む
観
客

も
い
る
。
舞
台
が
終
わ
る
と
大
き
な
惜
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
る
。

　
こ
の
寸
劇
を
観
て
緩
和
ケ
ア
の
存
在
を

知
っ
た
こ
と
で
救
わ
れ
た
と
い
う
の
は
、
鶴

岡
市
在
住
の
Ｋ
さ
ん
だ
。Ｋ
さ
ん
の
夫
は
二

〇
〇
八
年
に
肺
が
ん
と
大
腸
が
ん
を
手
術
、

二
〇
一
〇
年
に
は
肋
骨
や
腰
椎
に
転
移
が
見

つ
か
っ
て
抗
が
ん
剤
治
療
が
再
開
し
、
副
作

用
や
痛
み
に
苦
し
ん
で
い
た
。
二
〇
一
〇
年

七
月
、Ｋ
さ
ん
は
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
庄
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
寸
劇
に
出

会
っ
た
。
観
劇
を
し
て
「
こ
れ
は
ま
さ
に
私

た
ち
の
こ
と
だ
！
」
と
思
い
、
す
ぐ
に
緩
和

ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
詳
し
い

説
明
を
聞
い
た
。
数
日
後
に
は
、Ｋ
さ
ん
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
で

支
え
る
こ
と
が
決
ま
り
、
そ
の
後
は
病
院
と

在
宅
の
医
療
者
が
連
携
し
て
穏
や
か
な
日
々

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

　
そ
し
て
、
夫
の
看
取
り
か
ら
九
ヶ
月
後
の

二
〇
一
一
年
十
一
月
、Ｋ
さ
ん
は
、
荘
内
病

院
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
医
師
と
筆
者
と
と
も

に
、
鶴
岡
市
中
央
公
民
館
の
ス
テ
ー
ジ
に
い

た
。
多
く
の
人
に
「
緩
和
ケ
ア
」
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
夫
を
看
取
っ
た
時

の
体
験
を
、
市
民
に
対
し
て
自
ら
の
言
葉
で

語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
。
鼎
談
で
は
壇
上

の
ス
ク
リ
ー
ン
に
、Ｋ
さ
ん
と
夫
の
ご
家
族

の
楽
し
い
思
い
出
の
写
真
が
映
し
出
さ
れ
る

中
、
闘
病
生
活
、
緩
和
ケ
ア
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
、
ひ
と
こ
と
ひ
と
こ
と
か
み
締
め
な

が
ら
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
会
場
全
体
に
、

じ
ー
ん
と
、
暖
か
い
雰
囲
気
が
広
が
っ
た
。

　「
こ
の
地
域
に
『
緩
和
ケ
ア
』
が
あ
っ
て

本
当
に
良
か
っ
た
」
と
い
う
Ｋ
さ
ん
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
ど
ん
な
講
演
よ
り
も
深
く
、
集

ま
っ
た
市
民
の
皆
さ
ん
の
心
に
響
い
た
と
感

じ
た
。

次
々
と
生
ま
れ
た
勉
強
会

　
地
域
ぐ
る
み
の
庄
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
結

果
、
地
域
に
は
数
多
く
の
学
習
会
や
連
携
の

会
が
生
ま
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
も
さ

ら
に
活
発
な
活
動
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
ず
、
中
核
と
な
っ
た
二
つ
の
病
院
で
は

今
も
地
域
に
開
か
れ
た
症
例
検
討
会
が
毎
月

開
催
さ
れ
、
医
療
者
が
活
発
に
議
論
し
て
い

る
。

　
鶴
岡
市
で
在
宅
医
療
に
取
り
組
ん
で
い
る

医
師
ら
が
組
織
す
る
「
南
庄
内
在
宅
医
療
を

考
え
る
会
」
も
、「
庄
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
活
動
が
き
っ
か
け
で
二
〇
〇
九
年
九
月
に

誕
生
し
た
会
の
ひ
と
つ
だ
。「
ま
ず
医
師
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
地
域
の
医
療
は
変
わ
ら

な
い
」
と
、
診
療
所
の
医
師
達
が
中
心
に
な

り
、
病
院
勤
務
の
医
師
に
も
声
が
け
し
て
立

ち
上
が
っ
た
会
だ
。

　
市
内
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
介
護
福
祉
士
、

看
護
師
ら
約
七
〇
名
が
参
加
し
て
い
る
「
緩

和
ケ
ア
を
学
ぼ
う
会
」
も
、
庄
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
始
め
た「
地
域
リ
ン
ク
ス
タ
ッ
フ（
つ

な
ぎ
役
）
研
修
会
」
が
発
展
し
た
学
習
会
だ
。

荘
内
病
院
の
緩
和
ケ
ア
医
が
中
心
と
な
り
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
も
し
な
が
ら
、
介
護

福
祉
施
設
の
人
達
が
看
取
り
体
験
を
共
有
し

た
り
、
プ
ロ
セ
ス
を
理
解
で
き
る
よ
う
力
を

入
れ
て
い
る
。

　
病
棟
の
看
護
師
に『
在
宅
の
視
点
』を
養
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
一
日
訪
問
看
護
体
験
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
さ
れ
た
。
在
宅
な
ら
で

は
の
医
療
処
置
の
工
夫
や
、
家
族
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
、
病
棟

看
護
師
た
ち
に
は
様
々
な
気
づ
き
が
あ
り
、

そ
の
後
の
在
宅
療
養
支
援
に
活
か
す
こ
と
が

話
し
合
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
交
流
も
含
め

「
地
域
看
看
連
携
検
討
会
」
と
し
て
、
市
内

の
病
院
と
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
看
護

師
が
集
ま
っ
て
、
退
院
時
の
看
護
サ
マ
リ
ー

の
記
載
項
目
な
ど
、
具
体
的
な
こ
と
が
話
し

合
わ
れ
た
。
こ
の
検
討
会
は
、
二
〇
一
〇
年

度
八
月
か
ら
は
「
医
療
と
介
護
の
連
携
研
修

会
」
に
引
き
継
が
れ
、
介
護
職
も
含
め
て
退

院
時
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
に
つ
い
て
議
論
が

展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
病
院
の
薬
剤
師
と
保
険
調
剤
薬
局
の
薬
剤

師
の
連
携
を
目
的
に
し
た
学
習
会
も
定
期
的

に
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
九
年

七
月
の
第
一
回
学
習
会
を
き
っ
か
け
に
、「
つ

る
や
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
名
称
で
、

薬
剤
師
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
げ
て
い
く
こ

と
が
決
ま
り
、
定
期
的
な
学
習
会
の
開
催
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
、
活
発
な
活
動

が
発
展
し
て
い
る
。「
薬
剤
師
と
し
て
、
ま

だ
ま
だ
や
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
わ

か
り
、
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
」
と
、
学
習
会

に
参
加
し
た
薬
剤
師
達
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
上
が
っ
て
い
る
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
残
し
た
も
の

　
四
地
域
の
介
入
研
究
の
成
果
は
様
々
な
角

度
か
ら
分
析
さ
れ
、「OPTIM

 Report 

二

〇
一
二
エ
ビ
デ
ン
ス
と
提
言
」
と
い
う
厚
い

冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
詳
細
は
割

愛
す
る
が
、
患
者
の
希
望
に
沿
っ
て
自
宅
で

最
期
ま
で
過
ご
せ
た
患
者
数
は
、
二
〇
〇
七

年
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
、
全
国
平
均
と
比

較
し
て
、
介
入
四
地
域
で
は
大
き
な
増
加
率

と
な
っ
た
。
医
療
者
の
困
難
感
も
四
地
域
と

も
に
低
下
し
た
。

　
中
で
も
鶴
岡
地
区
で
は
、
診
療
所
医
師
の

意
識
の
変
化
が
大
き
く
、「
こ
れ
か
ら
は
チ
ー

ム
で
対
応
し
て
い
こ
う
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
」「
緩
和
ケ
ア
や
在
宅
医
療
に
つ
い
て
意

識
し
て
診
療
す
る
こ
と
が
増
え
た
」「
リ
ソ
ー

ス
が
わ
か
り
、
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
い
う
項
目
で
「
そ
う
思
う
」
と
回
答
し
た

医
師
の
割
合
が
、
他
の
三
地
域
よ
り
群
を
抜

い
て
突
出
し
た
。

　
し
か
し
、
四
地
域
で
行
わ
れ
た
戦
略
研
究

班
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
聖
隷
三
方
原
病
院
の

森
田
達
也
医
師
は
、「
こ
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
も
た
ら
し
た
最
も
大
き
な
効
果
は
、

地
域
の
多
職
種
に
『
顔
の
見
え
る
関
係
』
と

い
う
つ
な
が
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ

た
こ
と
だ
っ
た
」
と
総
括
し
て
い
る
。「
つ
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な
が
り
が
で
き
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
が
っ

た
」
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
多
職
種
・
他
施

設
で
集
ま
る
機
会
の
増
加
だ
っ
た
。
多
職
種

の
勉
強
会
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
重
ね
る
に

つ
れ
て
、
安
心
し
て
や
り
と
り
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
と
も
に
、
誰
に
相
談
す
れ
ば
い

い
の
か
、
頼
れ
る
の
か
が
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
そ
う
や
っ
て
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
で
き
た
こ
と
で
、「
対
応
が
迅
速

に
な
っ
た
」「
選
択
肢
が
多
く
な
っ
た
」「
多

職
種
で
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
っ

た
プ
ラ
ス
の
変
化
が
生
じ
、
よ
り
広
範
な
患

者
ニ
ー
ズ
を
満
た
せ
る
よ
う
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
看
取
り
を
体
験
し
た
家
族
、
あ
る
い
は

患
者
自
身
が
、
自
分
の
経
験
を
い
つ
か
社
会

に
還
元
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
そ
の
行
動
を
起
こ
す
市
民
が
現
れ
た
こ

と
も
大
き
な
成
果
だ
っ
た
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

　
本
稿
は
、
緩
和
ケ
ア
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

き
っ
か
け
に
地
域
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
事
例

を
紹
介
し
た
が
、
こ
う
し
た
地
域
の
多
様
な

主
体
の
連
携
と
当
事
者
の
参
加
は
、
分
野
を

問
わ
ず
、
少
子
高
齢
化
社
会
を
迎
え
た
我
が

国
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
い
ま
私
た
ち
が
解
決
す
べ
き
健
康
や
医
療

の
問
題
は
、
社
会
の
変
化
と
密
接
に
関
わ
っ

て
い
る
。
長
引
く
不
況
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

少
子
高
齢
化
の
進
展
と
い
っ
た
変
化
と
無
縁

で
は
い
ら
れ
な
い
。
家
族
の
形
が
変
わ
り
、

社
会
の
価
値
観
や
仕
事
の
仕
組
み
等
が
変
わ

る
に
つ
れ
て
、
従
来
の
制
度
が
想
定
し
て
い

な
か
っ
た
よ
う
な
新
し
い
健
康
課
題
も
次
々

と
起
き
て
お
り
、
専
門
家
は
も
ち
ろ
ん
非
専

門
家
を
含
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ち
か
ら
を
総

動
員
し
て
解
決
す
る
必
要
が
増
大
し
て
い
る
。

　
し
か
し
悲
観
す
る
必
要
は
な
い
と
感
じ
て

い
る
。
地
域
に
は
問
題
解
決
力
を
持
っ
た
人

材
や
知
恵
が
眠
っ
て
い
る
こ
と
が
、
今
ま
で

の
活
動
を
通
じ
て
見
え
て
き
て
い
る
。
解
決

力
の
芽
は
、
問
題
を
抱
え
て
い
る
当
事
者
の

周
囲
に
も
、
当
事
者
自
身
の
中
に
も
潜
ん
で

い
る
の
だ
と
感
じ
て
い
る
。
医
療
も
含
め
た

幅
広
い
人
た
ち
が
つ
な
が
り
、
地
域
の
人
の

「
財
」
や
資
源
を
開
発
し
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ヘ
ル
ス
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。
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　看護管理部会では、この度、いつでも誰でも取り組め
る医療安全のスキル向上を目標にKYT（危険予知トレー
ニング）研修会を企画いたしました。KYTとは、医療・
看護の現場にどのような危険が潜んでいるかを予測し、
対策の樹立、実施を通して未然に危険を排除していく手
法です。研修参加者が医療・看護の現場に潜む危険につ
いて話し合い、予知能力の育成と危険回避の対策を考え
られるように、講義だけではなく演習を加えて実践的な
内容といたしました。KYTの手法を自院に持ち帰って
伝達講習等で広めていただきたいと思います。

日　時：平成 26年 9月 3日（水）
　　　　午後 1時～4時 30分
場　所：東医健保会館　2階ホール
　　　　（JR信濃町駅徒歩 5分）
講　師：杉山良子先生（パラマウントベッド主任研究員・
　　　　　　　　　　　元武蔵野赤十字病院専任RM）
参加費：会員 5,000 円　非会員 10,000 円
　　　　（当日会場で申し受けます）
定　員：先着 50名
（定員を超えた場合のみ、事務局からご連絡いたします）
連絡先：東京都病院協会
　　　TEL：03-5217-0896　FAX：03-5217-0898

看護管理部会研修会のご案内
　医療安全（KYT）講習会
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